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(57)【要約】
【課題】　玄武岩繊維の難燃性、耐熱性、引張り強さ等の性質を有効に利用することので
きる、薄く、従来適用できなかった用途に適用できる不織布、及び不織布の製造方法を提
供すること。
【解決手段】　本発明の不織布は、玄武岩繊維が無機接着剤によって結合している。玄武
岩繊維の繊維長が２０ｍｍ以下であるのが好ましく、玄武岩繊維の不織布における質量比
率が８０％以上であるのが好ましい。本発明の不織布の製造方法は、玄武岩繊維が分散し
たスラリーを形成し、前記スラリーを抄き上げた後に、無機接着剤を付与し、乾燥する方
法である。
【選択図】　　　　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
玄武岩繊維が無機接着剤によって結合していることを特徴とする不織布。
【請求項２】
玄武岩繊維の繊維長が２０ｍｍ以下であることを特徴とする、請求項１に記載の不織布。
【請求項３】
玄武岩繊維の不織布における質量比率が８０％以上であることを特徴とする、請求項１又
は請求項２に記載の不織布。
【請求項４】
湿式法により製造された不織布であることを特徴とする、請求項１～請求項３のいずれか
に記載の不織布。
【請求項５】
目付が３０～２００ｇ／ｍ２であることを特徴とする、請求項１～請求項４のいずれかに
記載の不織布。
【請求項６】
厚さが０．２～１ｍｍであることを特徴とする、請求項１～請求項５のいずれかに記載の
不織布。
【請求項７】
玄武岩繊維が分散したスラリーを形成し、前記スラリーを抄き上げた後に、無機接着剤を
付与し、乾燥する、玄武岩繊維が無機接着剤によって結合した不織布の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は不織布及び不織布の製造方法に関する。より具体的には、玄武岩繊維を含む、
難燃性、耐熱性及び引張強さ等の強度の優れる不織布、及びその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　玄武岩繊維はガラス繊維に比べて難燃性、耐熱性、引張り強さ等に優れており、また、
焼却炉内において液化せず、結晶化することから焼却炉を損傷しない、環境に優しい繊維
として注目を集めている。そのため、玄武岩繊維の耐熱性等を利用したマット等が提案さ
れている。例えば、「ポリフェニレンベンツビスオキサゾール等の有機短繊維と、玄武岩
短繊維とから構成される繊維基材に、熱硬化性樹脂が含浸・硬化された耐熱成形体」が提
案されている（特許文献１）。この耐熱成形体においては、熱硬化性樹脂の含浸量の調整
や、圧縮比のコントロールによる繊維密度の調整によって、ハードタイプの耐熱成形体で
あっても、表面がビロード様の柔軟性を有するソフトタイプの耐熱成形体であっても作り
わけできるように、また、熱硬化性樹脂の含浸量が少ない場合であっても高い強度を保持
できるように、繊維基材として厚手のフェルトが用いられている。より具体的には、実施
例において、厚さ１０ｍｍ、目付４．２ｋｇ／ｍ２のフェルトが繊維基材として使用され
ている。
【０００３】
　しかしながら、このような繊維基材はフェルト、つまりニードルにより絡合させたもの
であるため、製造上、ある程度の量の繊維を必要とし、重く、厚いものであり、使用用途
が限定されるものであった。
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－２３４９４９号公報（特許請求の範囲、段落番号００１８
、実施例１等）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は前記問題点を解決するためになされたものであり、玄武岩繊維の難燃性、耐熱
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性、引張り強さ等の性質を有効に利用することのできる、薄く、従来適用できなかった用
途に適用できる不織布、及び不織布の製造方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の請求項１にかかる発明は、「玄武岩繊維が無機接着剤によって結合しているこ
とを特徴とする不織布。」である。
【０００７】
　本発明の請求項２にかかる発明は、「玄武岩繊維の繊維長が２０ｍｍ以下であることを
特徴とする、請求項１に記載の不織布。」である。
【０００８】
　本発明の請求項３にかかる発明は、「玄武岩繊維の不織布における質量比率が８０％以
上であることを特徴とする、請求項１又は請求項２に記載の不織布。」である。
【０００９】
　本発明の請求項４にかかる発明は、「湿式法により製造された不織布であることを特徴
とする、請求項１～請求項３のいずれかに記載の不織布。」である。
【００１０】
　本発明の請求項５にかかる発明は、「目付が３０～２００ｇ／ｍ２であることを特徴と
する、請求項１～請求項４のいずれかに記載の不織布。」である。
【００１１】
　本発明の請求項６にかかる発明は、「厚さが０．２～１ｍｍであることを特徴とする、
請求項１～請求項５のいずれかに記載の不織布。」である。
【００１２】
　本発明の請求項７にかかる発明は、「玄武岩繊維が分散したスラリーを形成し、前記ス
ラリーを抄き上げた後に、無機接着剤を付与し、乾燥する、玄武岩繊維が無機接着剤によ
って結合した不織布の製造方法。」である。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の請求項１にかかる発明は、玄武岩繊維が無機接着剤によって結合しているため
、薄いものであることができ、従来適用できなかった用途に適用できるものである。
【００１４】
　本発明の請求項２にかかる発明は、玄武岩繊維の繊維長が２０ｍｍ以下の比較的自由度
の高い繊維であるため、玄武岩繊維が均一に分散し、地合いの優れる不織布であることが
できる。
【００１５】
　本発明の請求項３にかかる発明は、玄武岩繊維の比率が高いため、玄武岩繊維の難燃性
、耐熱性、引張り強さなどの性能を十分に発揮できる不織布である。
【００１６】
　本発明の請求項４にかかる発明は、湿式法により製造された不織布であるため、玄武岩
繊維が均一に分散した、地合いの優れる不織布であることができる。
【００１７】
　本発明の請求項５にかかる発明は、目付が３０～２００ｇ／ｍ２の軽い不織布である。
【００１８】
　本発明の請求項６にかかる発明は、厚さが０．２～１ｍｍと薄く、今まで適用できなか
った用途にも適用できるものである。
【００１９】
　本発明の請求項７にかかる発明は、請求項１にかかる不織布、つまり薄い不織布を製造
できる方法である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　本発明の不織布は難燃性、耐熱性、引張り強さなどの諸性能に優れているように、玄武
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岩繊維を含んでいる。この玄武岩繊維は天然の玄武岩を溶融炉で溶かして紡糸した繊維で
あり、市場で入手可能である。
【００２１】
　この玄武岩繊維の平均繊維径は特に限定するものではないが、薄く、軽い不織布の地合
いが均一であるように、３～２３μｍであるのが好ましく、９～１５μｍであるのがより
好ましい。本発明における「繊維径」は、顕微鏡で繊維又は不織布の拡大写真（５００倍
）をとり、その拡大写真から計測した値を意味し、「平均繊維径」は繊維１０本の繊維径
の算術平均値をいう。
【００２２】
　また、玄武岩繊維の繊維長は比較的自由度が高く、玄武岩繊維が均一に分散した地合い
の優れる不織布であるように、２０ｍｍ以下であるのが好ましく、１５ｍｍ以下であるの
がより好ましく、１３ｍｍ以下であるのが更に好ましい。なお、玄武岩繊維の繊維長の下
限は特に限定するものではないが、不織布の引張り強さなどの強度が低下しないように、
３ｍｍ以上であるのが好ましい。本発明における「繊維長」は、ＪＩＳ　Ｌ　１０１５の
８．４．１（直接法（Ｃ法））に規定する方法で測定した平均繊維長をいう。
【００２３】
　このような玄武岩繊維の不織布中における質量比率は、玄武岩繊維の難燃性、耐熱性、
引張り強さなどの性能を十分に発揮できるように、８０％以上であるのが好ましい。より
好ましくは８５％以上であり、更に好ましくは９０％以上であり、更に好ましくは９３％
以上である。なお、玄武岩繊維を結合して不織布形態を保持することができるように、無
機接着剤を含んでいるため、玄武岩繊維の不織布中における質量比率は９７％以下である
のが好ましい。
【００２４】
　本発明の不織布は玄武岩繊維を結合して不織布形態を保持できるように、無機接着剤を
含んでいる。この無機接着剤も難燃性で、比較的耐熱性に優れ、しかも玄武岩繊維の接着
性に優れている。
【００２５】
　このような無機接着剤は特に限定するものではないが、例えば、水ガラス、リン酸アル
ミニウム、シリカゾル、アルミナゾル、ジルコニアゾル、酸化マグネシウム、窒化ホウ素
、窒化アルミニウムなどを挙げることができる。これらの中でも耐熱温度が高く、玄武岩
繊維との接着性が高い、アルミナゾルが好適である。
【００２６】
　この無機接着剤の不織布中における質量比率は、玄武岩繊維の性能を損なわないように
、２０％以下であるのが好ましく、１５％以下であるのがより好ましく、１０％以下であ
るのが更に好ましく、７％以下であるのが更に好ましい。他方で、不織布形態を保持でき
るように、３％以上含まれているのが好ましい。
【００２７】
　本発明の不織布は前述のような玄武岩繊維と無機接着剤を含むものであるが、玄武岩繊
維の性能と無機接着剤の結合力を損なわない範囲内で、その他の繊維（例えば、天然繊維
のパルプ、合成繊維のパルプ等）を含んでいることができる。しかしながら、玄武岩繊維
と無機接着剤のみからなるのが最も好ましい。
【００２８】
　本発明の不織布は湿式法で製造されたものであるのが好ましい。湿式法によれば、玄武
岩繊維を均一に分散させることができるためである。この湿式法により製造する場合、常
法の湿式抄紙機を用いることにより製造できる。例えば、抄き網として円網、短網、或い
は長網等を用いて、抄き網を単独で、又は抄き網を組み合せて抄き合わせて抄造すること
ができる。抄き合わせることによって、玄武岩繊維がより均一に分散した地合いの優れる
不織布とすることができる。
【００２９】
　本発明の不織布は軽量で取り扱い性に優れ、しかも従来適用できなかった用途にも適用



(5) JP 2008-45239 A 2008.2.28

10

20

30

40

50

できるように、目付は３０～２００ｇ／ｍ２であるのが好ましい。目付が３０ｇ／ｍ２未
満では不織布形態を維持するのが難しく、２００ｇ／ｍ２を超えると重くなるためで、５
０～１５０ｇ／ｍ２であるのがより好ましい。本発明における目付は、ＪＩＳ　Ｐ　８１
２４（紙及び板紙－坪量測定方法）に規定する方法に基いて得られる坪量をいう。
【００３０】
　また、本発明の不織布は従来適用できなかった用途にも適用できるように、厚さは０．
２～１ｍｍであるのが好ましい。厚さが０．２ｍｍ未満では不織布形態を維持するのが難
しく、１ｍｍを超えると剛性が高くなり、所望形状に変形させることが困難になったり、
巻き取ることができなくなる場合があるためで、０．４～０．８ｍｍであるのがより好ま
しい。本発明における「厚さ」は、ＪＩＳ　Ｂ　７５０２に規定する方法による測定値、
すなわち、５Ｎ荷重時の外側マイクロメーターによる測定値をいう。
【００３１】
　このような本発明の不織布は、例えば、玄武岩繊維が分散したスラリーを形成し、スラ
リーを抄き上げた後に、無機接着剤を付与し、乾燥することによって製造することができ
る。
【００３２】
　玄武岩繊維は前述の通りの繊維径、繊維長のものを使用するのが好ましい。なお、必要
に応じて、これら繊維以外の繊維（例えば、天然繊維のパルプ、合成繊維のパルプ等）を
使用する。
【００３３】
　次いで、玄武岩繊維を水に投入して、玄武岩繊維が分散したスラリーを形成した後、こ
のスラリーを公知の抄き網、例えば、円網、短網、或いは長網等を単独で、又は組み合せ
て抄き上げる。抄き網を組み合わせて抄き合わせることによって、玄武岩繊維がより均一
に分散した地合いの優れる不織布を製造することができる。
【００３４】
　そして、抄き上げた繊維ウエブに、スプレー等の方法により無機接着剤を付与し、熱風
循環式乾燥機、ヤンキー型乾燥機等で乾燥することによって、本発明の玄武岩繊維が無機
接着剤によって結合した不織布を製造することができる。なお、無機接着剤は固形分量で
不織布の質量の２０％以下（より好ましくは１５％以下、更に好ましくは１０％以下、更
に好ましくは７％以下、好ましくは３％以上）となるように付与するのが好ましい。また
、必要に応じて熱プレス加工等を更に行うこともできる。
【００３５】
　本発明の不織布は玄武岩繊維の難燃性、耐熱性、耐薬品性等の性質を有効に利用するこ
とができ、しかも薄いものであるため、従来適用できなかった用途、例えば、ＦＲＰ用強
化材（自動車外板、船体、引抜き成型品、高温高圧パイプ）、土壌安定剤、アスファルト
路面強化材、カバー材、スピーカーコーン用基材、マフラー用消音シート、ブレーキパッ
ド材、ブレーキライニング材、遮熱材、電磁波シールド材、断熱材、プリント基板、研磨
材として使用できるものである。
【実施例】
【００３６】
　以下に、本発明の実施例を記載するが、本発明は以下の実施例に限定されるものではな
い。
【００３７】
　（実施例１）
　玄武岩繊維（Ｓｕｄａｇｌａｓｓ　Ｆｉｂｅｒ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ社製、溶融温度
：１４５０℃、密度：２．７ｇ／ｃｃ、平均繊維径：１４μｍ、平均繊維長：１３ｍｍ）
を用意した。
【００３８】
　次いで、玄武岩繊維を水に投入して、玄武岩繊維が分散したスラリーを形成した後、短
網傾斜方式により湿式繊維ウエブ（目付：４５ｇ／ｍ２）を形成した。
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【００３９】
　次いで、湿式繊維ウエブに対して固形分で５ｇ／ｍ２のアルミナゾルバインダーをスプ
レーにより付与した後、温度１５０℃に設定した熱風循環式乾燥機により乾燥して、アル
ミナで接着結合して、目付５０ｇ／ｍ２、厚さ０．７ｍｍの湿式不織布を製造した。この
湿式不織布を温度５００℃で６０分間熱処理したが、湿式不織布の長手方向及びよこ方向
に熱収縮は全く認められず、また、温度５００℃で６０分間熱処理した前後において、引
っ張り強度に変化のない、耐熱性の優れるものであった。また、湿式不織布の燃焼試験を
実施したところ、ＵＬ－９４　Ｖ－０（サンプルを垂直に固定し、プロパンガスバーナー
の炎をサンプルの下端に１０秒間あて、炎を取り去った後の残炎・残じんが無い）に適合
する、難燃性の優れるものであった。
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